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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

農
業
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食
糧
代
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数
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一 

食
糧
配
給
公
団
は
、
従
来
の
直
営
配
給
所
の
一
部
を
代
位
配
給
所
に
切
り
替
え
、
そ
の
代
位
配
給
所
の
手
数
料
を
、
農

村
地
区
で
一
俵
当
り
七
十
五
円
乃
至
六
十
円
支
給
し
て
い
る
。 

二 

こ
う
し
た
農
業
協
同
組
合
に
対
す
る
公
団
の
差
別
的
取
扱
に
よ
る
不
利
益
を
與
え
て
い
る
こ
と
は
、
農
民
解
放
に
関
す

る
連
合
国
総
司
令
部
覚
書
の
う
ち
に
明
示
さ
れ
た
「
加
工
業
者
及
び
配
給
業
者
の
搾
取
に
対
す
る
農
民
の
保
護
手
段
」
の

項
と
、
極
東
委
員
会
の
農
民
組
織
十
六
原
則
の
七
項
「
農
業
協
同
組
合
は
そ
れ
自
体
の
農
業
活
動
及
び
組
合
員
の
た
め
に

す
る
、
一
切
の
経
済
的
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、
如
何
な
る
不
利
な
差
別
的
課
税
そ
の
他
の
差
別
的
制
限
を
も
加
え
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
い
」
に
反
す
る
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

し
か
る
に
農
業
協
同
組
合
代
位
配
給
所
は
、
右
の
農
村
地
区
に
お
け
る
新
代
位
配
給
所
と
何
ら
差
違
な
き
に
か
か
わ
ら

ず
、
農
業
協
同
組
合
代
位
配
給
所
に
対
し
て
は
、
一
俵
当
り
四
十
五
円
の
手
数
料
し
か
支
拂
わ
れ
て
お
ら
な
い
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
か
。 

農
業
協
同
組
合
に
対
す
る
食
糧
代
配
手
数
料
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 
三 
従
つ
て
政
府
は
、
公
団
に
対
し
差
別
的
手
数
料
の
支
拂
を
改
め
、
公
団
代
配
所
と
同
等
の
手
数
料
を
協
同
組
合
代
配
所

に
支
拂
わ
し
め
る
よ
う
、
適
当
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
を
な
す
意
思
が
あ
る
か
。 

四 

そ
の
意
思
が
あ
る
と
す
れ
ば
実
施
の
時
期
如
何
。 

五 

従
来
の
差
別
的
手
数
料
の
差
額
を
遡
及
し
て
支
拂
わ
し
め
る
意
思
が
あ
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 
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